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▲ 集積所のびん類を手際よく回収していく
窪田さん。その顔には大粒の汗が。

1_ 畑に設置された生ごみ処理
容器コンポスター
2_ 堆肥を混ぜた畑にはカリフ
ラワーの苗が植えられていた

家庭から出る生ごみの減量化と堆肥
としての再資源化を推進するため、
「生ごみ処理容器」や「生ごみ処理機」
の購入費用の一部を補助します。

1_ 高学年から中学年へ伝統は
継承される
2_ 量が多い時は落ちそうで大
変！

▲ 精密ドライバーや電動ドライバーを使って、リモコ
ンやおもちゃに入っている電池を取り出す今井さん。

「面倒くさい」によって、　２つの現場では…

ごみを資源として再利用している取り組みを紹介！私たちは、もう資源を捨てない！

　集積所によって、きちんと分別ができている所とそうでない所があります。
金物類は、袋を持った時にズシッと重みを感じる時がありますが、そういった
時は、空き缶の中に分解されたテレビや洗濯機などの家電が混ざっていたりし
ます。
　生ごみについては、回収日の
朝に出してもらいたいです。夏
場に魚のアラなどを数日前から
出されると、うじ虫が湧いて大
変な状況になります。
　ルールを守ったごみ出しがで
きるようになれば、私たちも現
場で迷ったり、考えたりするこ
となくスムーズに収集できます。
分別にご協力をお願いします。

　この20年間、分別の状況にあまり変化はありません。当たり前のようにきち
んと分別していただいている方もいれば、そうでない方もいます。
　悪質なケースとしては、テレビや冷蔵庫、洗濯機など、通常では持ち込むこ

とができない特定家電を、細
かく分解して金物類の袋に入
れて出している方もいます。
　ごみの出し方には、決めら
れたルールがあります。分別
は面倒で手間も掛かって大変
ですが、これを機会に各家庭
でももう一度確認してもらえ
るといいですね。

 「ごみ出しルールを守って出してほしい」

ごみで焼却するくらいなら
畑に入れたい！

「分別ができているとは言えない」

クリーンセンター銀河
やすし

今井  泰さん

（NPO法人）
四万十町環境・雇用創出協会

まさゆき

窪田 雅之さん

収集現場処理現場

　６年前に地域おこし協力隊として福岡県から四万十町
に移住してきた田中さん。一人暮らしを始めて、毎日出
る生ごみの量に驚いたそうです。ちょうど農業を始めた
ばかりだったこともあり、生ごみで堆肥が作れることに
興味を持ち、2年前に町の補助金を活用して生ごみ処理容
器コンポスターを購入。
　それ以降、日常生活で出る生ごみは全てコンポスター
の中へ。堆肥になったものは畑の肥料として活用してい
るそうですが、発酵と腐敗は全く別物であることを実感。
今でも堆肥作りには悪戦苦闘。それでも、「可燃ごみになっ
ていた生ごみの量を減らすことはできました」と、笑っ
て話をしてくれました。

こう   じこう   じ

田中 浩二さん（広瀬）

リヤカーで
地域のアルミ缶を回収！

　仁井田小学校で毎月１回実施されているアルミ缶回収
は、今年で 24年目を迎える伝統の取り組みです。
3～ 4人の班を 4班作り、1班が 2台ずつリヤカーを引き、
合計 8 台のリヤカーで学校周辺の地域を回ってアルミ缶
を回収しています。
　昨年度は、1,070 ㎏のアルミ缶を回収。その収益の一部
で、毎年、福祉施設へ介護用具などが寄贈されています。
「夏は暑いし、冬はリヤカーを引く手が冷たい。でもアル
ミ缶もリサイクルできるし、福祉施設の方にも喜んでも
らえるのでうれしい」と、児童が話をしてくれました。

仁井田小学校（３～６年生）

再利用できるものは、正しく分別してごみにしない。
皆さんが出すごみ。自信を持って「全部ごみ」だと言える日がくれば、
人にも環境にも優しい町に一歩近づいているのかもしれません。

再利用できるものは、正しく分別してごみにしない。
皆さんが出すごみ。自信を持って「全部ごみ」だと言える日がくれば、
人にも環境にも優しい町に一歩近づいているのかもしれません。

お問い合わせ先 ／ 環境水道課　　☎22-3119

▲ 四万十町HP
「ごみの正しい出し方」

四万十町生ごみ処理容器等
購入設置事業補助金

ご利用ください！

生ごみ処理容器

購入費の2分の1
（上限 2,500 円）

生ごみ処理機

購入費の2分の1
（上限 2 万 5千円）
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割りばしやレジ袋をもらわない
食品を使い切り、食べ残しをしない

Reduce
リデュース（ごみを減らす）

買う時は必要な分だけ！

Recycle
リサイクル（資源として再利用）

ルールに沿って正しく分別！

再生プラスチック商品を選ぶ
ペットボトルは洗って資源ごみ

Reuse
リユース（繰り返し使う）

物は長く大切に使う！

詰め替え用品を選ぶ
使わないものは誰かに譲る
直せるものは修理して使う
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